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地域状況
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地域特性 ⚫ 高齢化と人口減少が加速している、地方中小都市である。

⚫ 独居高齢者と高齢者世帯が、共に増加している。
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施設状況

マチュアハウス中条【データ】
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入所定員 100名 施設形態 単独型

報酬体系上区分 超強化型 （2023年10月～ ）

在宅復帰率 33％    （2022年度平均 ）

ベッド回転率 8.5％  （2022年度平均 ）

ベッド稼働率 83.4％ （2022年度平均 ）

平均在所日数 568日 （2023年９月時点）

施設の特徴 ⚫ 入所相談の多くは、長期入所を望むものが多い。

⚫ 独居高齢者や老老世帯で、在宅限界を迎えた末に、入所を希望している方が多い。

⚫ 単独型老健が故に、医療機関からの入所割合は多くない（全体の約５割程度）。



在宅支援プロジェクトチーム設立
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在宅支援プロジェクトチーム
2018年４月設立

チームの役割

構成員

介護福祉士 リハビリ専門職

看護師 管理栄養士

支援相談員 事務職員

介護支援専門員

多職種協働
の推進

施設全体の
意志統一



取り組み

４/７

① 現状把握 ② 勉強会・説明会の開催

⚫ 指標の点数をステー
ション内に掲示し、
『見える化』した。

③ インテークに注力

⚫ 職員に、老健の機能や
役割、介護報酬の仕組
みを説明した。

⚫ 家族に、施設の方針・
老健の役割について説
明会を行った。

⚫ 入所者や家族に対して、より一層丁寧に
    インテークを行った。

⚫ インテークは、基本的に支援相談員が担ってい
たが、加えて、介護福祉士やリハビリ専門職も
インテークに参画している。



経過
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５年半の軌跡
2018年４月～2023年10月

マチュアハウス中条

2018年４月

基本型

加算型

強化型

2018年11月

2021年６月

2020年12月

⇒徐々に在宅復帰、在宅に準ずる施設への転所が増加した。

加算型へ移行

在宅強化型へ移行

⇒指標以外の全ての要件を満たした。

在宅支援プロジェクトチーム設立

超強化型

2023年10月

超強化型へ移行

2022年４月 訪問リハビリ開設

週３回以上の個別リハビリを開始

⇒リハビリ専門職を２名増員した。



今後の課題
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課題１ 情報共有不足

課題２ 稼働率の低下

利用者ごとの「支援方針・転帰先」に関しては、不十分である。

⇒ 共有すべき情報に優先順位をつけ、情報の周知徹底を図りたい。

在宅復帰率やベッド回転率が向上し、退所者が増えたことで、結果的に稼働率は低下した。

⇒ コンスタントに新規利用者を獲得し続けていくことが、施設経営の鍵である。



まとめ
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更なる在宅生活支援機能の発展に向けて

⚫ 多様な疾患や障害像、複雑なバックグラウンドを持つ利用者を受け入れることのできる

施設体制の整備。

⚫ 時代と地域特性に合わせた柔軟な支援体制を構築し、「選ばれる施設」であり続けたい。
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